
出展技術の分類

技術名称 JACICが提供する情報システムサービス 担当部署 経営企画部

NETIS登録番号 担当者 塚本　一三

社名等 （一財）日本建設情報総合センター 電話番号 03-3584-2404

技術の概要

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質

　日本建設情報総合センター（JACIC）では、公共調達の各段階に対応し、建設事業の円滑な執行に資
する情報システムの調査研究、開発・改良、運用・保守並びに建設情報の提供・普及等を行っていま
す。
　コリンズ・テクリスシステム、入札情報サービス（統合PPI）の機能・利便性向上や建設副産物情報交換
システム（COBRIS）と建設発生土情報交換システムとの一体化による全面的リニューアル等を進めてい
ます。

・コリンズ・テクリスシステム
　2023年8月より新たに登録内容確認システムによるオンラインでの確認機能を追加
・2025年5月に新サービス『コブリス・プラス』開始（予定）
　建設副産物情報交換システム（COBRIS）と建設発生土情報交換システムの一体化により、より使いや
すいサービスを提供
・入札情報サービス（統合PPI）　2024年6月新サービスをリリース
・電子入札コアシステム
・JACICルーム
・積算システム
　土木積算基準データの提供

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

・コリンズ・テクリスシステム
　登録内容確認のオンライン化により、虚偽登録の防止、負担の軽減
・コブリス・プラス
　サービスの一体化により、一つのＩＤですべてのサービスが利用可能
　さらに国土交通省が実施している官民マッチングも所定の手続きによって同じＩＤで利用可能
・入札情報サービス（統合PPI）
　機能の一部を改良により、利便性向上

４．技術の適用範囲

　建設事業の発注者・受注者の業務執行の効率化に貢献

２．技術の内容

５．活用実績

・コリンズ・テクリスシステム　　　　　　　　　　　企業数：18万社　登録件数：931万件　技術者数：202万人
・コブリス・プラス
　建設副産物情報交換システム（COBRIS）　発注機関：529　排出事業者：51,413　処理業者：1,637
　建設発生土情報交換システム　　　　　　　　発注機関：220
・電子入札コアシステム　　　　　　　　　　　　　採用団体：1,051団体

※別紙２



６．写真・図・表

JACICルーム 専門画面の機能概要

「コブリス・プラス」として2025年5月にサービス開始予定


	様式

